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令和元年度 港区基本計画・麻布地区版計画書 

麻布地区の取組に関するアンケート調査 報告 

 

１ 調査の目的と概要 

（１）調査の背景と目的 

麻布地区総合支所は、令和３（2021）年度からの次期「港区基本計画・麻布地区版計画

書（以下、「麻布地区版計画書」）」の策定に向け、取組を進めています。 

本調査は、麻布地区版計画書の策定に向けた取組の一つとして、麻布地区の取組につ

いて、広くご意見やご要望をお伺いし、麻布地区版計画書策定の際の基礎資料として活

用させていただくために実施するものです。 

 

（２）調査の概要 

・調査対象    港区麻布地区内に住民登録する満 18 歳以上の人（外国人を含む） 

・調査対象数   1,500 標本（うち外国人 180 標本） 

・対象の抽出方法 住民基本台帳からの無作為抽出 

・調査方法    郵送配布・郵送回収 

・調査期間    令和元年５月 31 日（金）～ ６月 30 日（日） 

・回収数     341 件（うち外国人 13 件） 

・回収率     22.7％（前回平成 28 年度調査の回収率は 28.2％） 

 

（３）調査項目概要 

１）調査回答者の属性（ご自身について） 

・性別、年齢、居住地域、家族構成、居住年数等 

２）麻布地区版計画書及び区民参画組織について 

・麻布地区版計画書及び区民参画組織の認知度 

３）麻布地区総合支所が独自に取り組む事業（地域事業）について 

・９つの地域事業についての認知度と期待度 

・今後必要な取組内容と取組の具体的な提案 

４）地域とのつながりについて 

・町会・自治会等の地域活動への参加状況、参加意向等 

５）麻布地区総合支所の情報発信について 

・区や麻布地区総合支所が発信する情報の入手方法 

・地域ＳＮＳアプリの認知度と利用状況・利用意向 

６）その他（自由記入） 

・地域コミュニティの活性化や麻布地区総合支所の取組についての自由記入 

 

（４）報告書の見方 

・集計は、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位までを表示しているため、比率

（％）の合計が 100％にならない場合があります。 

・回答の比率（％）は、その設問の回答者数を基数として算出しています。そのため、

複数回答の設問はすべての比率を合計すると 100％を超える場合があります。 
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２ 調査結果 

１）ご自身について 

【問１】性別 

あなたの性別をお答えください。（ご回答は任意です。） 

 

  項 目 件 数 構成比 

１ 男性 102 29.9% 

２ 女性 224 65.7% 

 （無回答） 15 4.4% 

  合 計 341 100.0% 

 

【問２】年齢 

あなたの年齢をお答えください。（○は１つ） 

 

  項 目 件 数 構成比 

１ 10 歳代 4 1.2% 

２ 20 歳代 21 6.2% 

３ 30 歳代 69 20.2% 

４ 40 歳代 66 19.4% 

５ 50 歳代 62 18.2% 

６ 60 歳代 49 14.4% 

７ 70 歳代 39 11.4% 

８ 80 歳以上 21 6.2% 

 （無回答） 10 2.9% 

  合 計 341 100.0% 

 

【問３】国籍 

あなたの国籍をお答えください。（ご回答は任意です。） 

 

  項 目 件 数 構成比 

１ 日本 308 90.3% 

２ 日本以外 13 3.8% 

 （無回答） 20 5.9% 

  合 計 341 100.0% 
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【問４】職業 

ご職業についてお答えください。（○は１つ） 

職業は、「会社員・団体職員・公務員」が 36.1％で最も多く、「自営業主・家族従業」が 16.1％、

「家事専業」が 15.8％となっています。 

  項 目 件 数 構成比 

１ 自営業主・家族従業 55 16.1% 

２ 会社員・団体職員・公務員  123 36.1% 

３ アルバイト・パートタイマー 26 7.6% 

４ 家事専業 54 15.8% 

５ 学生 10 2.9% 

６ 無職 41 12.0% 

７ その他 19 5.6% 

 （無回答） 13 3.8% 

  合 計 341 100.0% 

 

【問５】居住地域 

現在お住まいの地域をお答えください。（○は１つ） 

居住地域は、「南麻布」が 27.6％で最も多く、「西麻布」が 18.2％、「六本木」が 17.9％となって

います。 

  項 目 件 数 構成比 

１ 麻布狸穴町 4 1.2% 

２ 麻布永坂町 3 0.9% 

３ 南麻布 94 27.6% 

４ 元麻布 33 9.7% 

５ 西麻布 62 18.2% 

６ 六本木 61 17.9% 

７ 麻布台 10 2.9% 

８ 麻布十番 32 9.4% 

９ 東麻布 32 9.4% 

 （無回答） 10 2.9% 

  合 計 341 100.0% 
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【問６】家族構成 

家族構成についてお答えください。（○は１つ） 

家族構成は、「２世代（親と子）の世帯」が 42.8％で最も多く、「夫婦のみの世帯」が 27.0％、「単

身世帯」が 19.9％となっています。 

  項 目 件 数 構成比 

１ 単身世帯 68 19.9% 

２ 夫婦のみの世帯 92 27.0% 

３ ２世代（親と子）の世帯 146 42.8% 

４ ３世代（親と子、孫）の世帯 17 5.0% 

５ その他 6 1.8% 

  （無回答） 12 3.5% 

  合 計 341 100.0% 

 

【問７】居住形態 

現在のお住まいについてお答えください。（○は１つ） 

居住形態は、「持家（マンション）」が 35.5％で最も多く、「民間の賃貸マンション・アパート」

が 32.6％、「持家（一戸建）」が 21.4％となっています。 

  項 目 件 数 構成比 

１ 持家（一戸建） 73 21.4% 

２ 持家（マンション） 121 35.5% 

３ 借家（一戸建） 3 0.9% 

４ 民間の賃貸マンション・アパート  111 32.6% 

５ 都営住宅・区営住宅・区立住宅 4 1.2% 

６ ＵＲ（旧公団）・公社の賃貸住宅 2 0.6% 

７ 社宅・公務員宿舎 11 3.2% 

８ 寮・寄宿舎・住み込み・間借り  2 0.6% 

９ その他 2 0.6% 

 （無回答） 12 3.5% 

  合 計 341 100.0% 
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【問８】居住年数 

現在の麻布地区への居住年数についてお答えください。（○は１つ） 

居住年数は、「30 年以上」が 26.7％で最も多く、「５年以上 10 年未満」が 16.1％、「10 年以上 20

年未満」が 15.5％となっています。 

  項 目 件 数 構成比 

１ １年未満 23 6.7% 

２ １年以上３年未満 44 12.9% 

３ ３年以上５年未満 37 10.9% 

４ ５年以上 10 年未満 55 16.1% 

５ 10 年以上 20 年未満 53 15.5% 

６ 20 年以上 30 年未満 26 7.6% 

７ 30 年以上 91 26.7% 

 （無回答） 12 3.5% 

  合 計 341 100.0% 

 

 

２）麻布地区版計画書及び区民参画組織について 

【問９】麻布地区版計画書の認知度 

麻布地区総合支所では、麻布地区版計画書を策定しています。 

この計画をご存じですか。（○は１つ） 

 

  項 目 件 数 構成比 

１ 知っている 37 10.9% 

２ 知らない 295 86.5% 

 （無回答） 9 2.6% 

  合 計 341 100.0% 

 

【問 10】区民参加組織の認知度 

麻布地区版計画書を策定する際、区民、在勤者、在学者で構成された区民参画組織が、区に対

して提言を行っております。このような組織（区民参画組織）をご存じですか。（○は１つ） 

 

  項 目 件 数 構成比 

１ 知っている 27 7.9% 

２ 知らない 305 89.4% 

 （無回答） 9 2.6% 

  合 計 341 100.0% 

  

6.7%

12.9%

10.9%

16.1%

15.5%

7.6%

26.7%

3.5%

0% 10% 20% 30%

10.9%

86.5%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.9%

89.4%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%



6 

３）麻布地区で独自に取り組む事業（地域事業）について 

【問 11】地域事業の認知度・期待度 

現在、麻布地区総合支所では、麻布地区版計画書に基づき、地域の課題を地域で解決し、地域

の魅力をより高めていくために、次のような９つの独自に取り組む事業（地域事業）を実施し

ています。それぞれの事業の「認知度」と「期待度」についてお答えください。（○はそれぞ

れ１つずつ） 

（１）地域事業の認知度 

項 目 
  １ ２ ３ 

合計 はい いいえ 無回答 

①六本木安全安心プロジェクト 341 74 256 11 

 （防犯・生活安全） 100.0% 21.7% 75.1% 3.2% 

②「地域と事業所」防災連携プロジェクト 341 48 282 11 

 （防災） 100.0% 14.1% 82.7% 3.2% 

③みんなでエコッとプロジェクト 341 57 268 16 

 （環境・エコ） 100.0% 16.7% 78.6% 4.7% 

④みんなでまちをよくする「ミナヨク」 341 42 285 14 

 （コミュニティ） 100.0% 12.3% 83.6% 4.1% 

⑤AZABU WORLD FESTA 341 72 254 15 

 （多文化交流・コミュニティ） 100.0% 21.1% 74.5% 4.4% 

⑥麻布未来写真館 341 107 219 15 

 （歴史・文化） 100.0% 31.4% 64.2% 4.4% 

⑦地方交流事業 341 47 277 17 

 （コミュニティ） 100.0% 13.8% 81.2% 5.0% 

⑧地域サロンちょこっと立ち寄りカフェ 341 65 262 14 

 （高齢者支援） 100.0% 19.1% 76.8% 4.1% 

⑨麻布の魅力探訪事業 341 65 262 14 

 （生涯学習・歴史・文化） 100.0% 19.1% 76.8% 4.1% 
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（２）地域事業の期待度 

    １ ２ ３ ４ 

項 目 合計 
期待 

できる 

どちらと

もいえない 

期待 

できない 
無回答 

①六本木安全安心プロジェクト 341 176 108 27 30 

 （防犯・生活安全） 100.0% 51.6% 31.7% 7.9% 8.8% 

②「地域と事業所」防災連携プロジェクト 341 179 126 7 29 

 （防災） 100.0% 52.5% 37.0% 2.1% 8.5% 

③みんなでエコッとプロジェクト 341 167 127 13 34 

 （環境・エコ） 100.0% 49.0% 37.2% 3.8% 10.0% 

④みんなでまちをよくする「ミナヨク」 341 151 138 17 35 

 （コミュニティ） 100.0% 44.3% 40.5% 5.0% 10.3% 

⑤AZABU WORLD FESTA 341 189 102 15 35 

 （多文化交流・コミュニティ） 100.0% 55.4% 29.9% 4.4% 10.3% 

⑥麻布未来写真館 341 153 134 20 34 

 （歴史・文化） 100.0% 44.9% 39.3% 5.9% 10.0% 

⑦地方交流事業 341 126 169 13 33 

 （コミュニティ） 100.0% 37.0% 49.6% 3.8% 9.7% 

⑧地域サロンちょこっと立ち寄りカフェ 341 169 119 20 33 

 （高齢者支援） 100.0% 49.6% 34.9% 5.9% 9.7% 

⑨麻布の魅力探訪事業 341 151 142 19 29 

 （生涯学習・歴史・文化） 100.0% 44.3% 41.6% 5.6% 8.5% 
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【問 12】麻布地区の魅力と課題 

あなたが考える麻布地区の魅力や資源（場所、人物、企業、団体等）は何ですか。また、あな

たが考える麻布地区の課題は何ですか。ご自由にお答えください。 

「麻布地区と魅力と課題」は、麻布地区の特性として「多文化共生（異文化交流）」「国際性」に

関する意見が多く、一方、課題や不安として「防犯・生活安全・環境美化」「防災・減災」「高齢者

福祉」「子ども・子育て」についての意見が多くあげられています。 

【魅力に関するキーワード】多文化共生・国際性、公園・緑が多い、静かな住環境と商店街、 

歴史あるまち、ブランド力、治安の良さ、交通利便性 

【問 13】今後必要な取組 

麻布地区の課題等を解決し、地区の魅力をより高めていくために、今後どのような取組が必要

だと考えますか。（○は３つまで） 

今後必要な取組は、「地域の防犯・生活安全」が 57.5％で最も多く、「災害に備えた防災・減災」

が 44.9％、「子どもの見守りや子育て中の人への支援」が 28.7％、「身近な道路や公園の美化」が

26.4％、「外国人居住者等との異文化交流の促進」が 22.3％、「高齢者の居場所づくりや見守り」が

22.0％となっています。 

  項 目 件 数 構成比 

１ 地域の防犯・生活安全 196 57.5% 

２ 災害に備えた防災・減災 153 44.9% 

３ 身近な道路や公園の美化 90 26.4% 

４ 花壇づくり等の緑化や身近な自然の保全 42 12.3% 

５ 文化・芸術などを楽しむ場やイベントの開催 51 15.0% 

６ 外国人居住者等との異文化交流の促進 76 22.3% 

７ スポーツや健康づくり等を楽しむ場やイベントの開催 47 13.8% 

８ 地域コミュニティを高めるため、住民同士の交流の促進 46 13.5% 

９ 地域の学校や企業との協働事業の推進 26 7.6% 

10 他自治体との交流の促進 3 0.9% 

11 高齢者の居場所づくりや見守り 75 22.0% 

12 子どもの見守りや子育て中の人への支援 98 28.7% 

13 地域ブランドを育て、地域の魅力の積極的な発信 34 10.0% 

14 行政からの情報発信の強化 39 11.4% 

15 その他 10 2.9% 

16 特にない 9 2.6% 

 （無回答） 12 3.5% 

 合 計  - 

  回答者数 341 - 
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４．地域のつながりについて 

【問 14】近所との交流の頻度 

近所の住民とのつき合いや交流はどの程度ありますか。（○は１つ） 

近所との交流の頻度は、「顔を合わせれば挨拶を交わす程度」が 44.6％で最も多く、「立ち話をす

る程度」が 20.2％、「近所づきあい・交流はない」が 13.8％となっています。 

  項 目 件 数 構成比 

１ お互いに家を行き来し、生活面で親しく協力し合い、緊急時の連絡先を知る程度 23 6.7% 

２ 玄関先でお土産やおすそわけをする程度 38 11.1% 

３ 立ち話をする程度 69 20.2% 

４ 顔を合わせれば挨拶を交わす程度 152 44.6% 

５ 近所づきあい・交流はない 47 13.8% 

 （無回答） 12 3.5% 

  合 計 341 100.0% 

 

 
 

 

  

6.7%

11.1%

20.2%

44.6%

13.8%

3.5%

4.3%

10.9%

14.2%

55.8%

13.0%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

お互いに家を行き来し、生活面で親しく協力し合い、緊急

時の連絡先を知る程度

玄関先でお土産やおすそわけをする程度

立ち話をする程度

顔を合わせれば挨拶を交わす程度

近所づきあいや交流はない

無回答

令和元年

平成28年度
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【問 15】近所とのつき合い 

近所とのつき合いについてどのように感じていますか。（○は１つ） 

近所とのつき合いは、「お互いに気をつかったりしないので暮らしやすい」が 67.4％で最も多く、

「人間関係が薄く、寂しい」が 13.2％となっています。 

  項 目 件 数 構成比 

１ 親密な人間関係があって暮らしやすい 24 7.0% 

２ お互いに気をつかったりしないので暮らしやすい 230 67.4% 

３ 人間関係が親密すぎてわずらわしい 5 1.5% 

４ 人間関係が薄く、寂しい 45 13.2% 

５ その他 18 5.3% 

 （無回答） 19 5.6% 

  合 計 341 100.0% 

 

 
 

 

  

7.0%

67.4%

1.5%

13.2%

5.3%

5.6%

8.5%

69.3%

0.9%

12.3%

5.4%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

親密な人間関係があって暮らしやすい

お互いに気をつかったりしないので暮らしやすい

人間関係が親密すぎてわずらわしい

人間関係が薄く、寂しい

その他

無回答
令和元年

平成28年度
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【問 16】町会・自治会への加入 

現在、町会・自治会に加入していますか。（○は１つ） 

町会・自治会への加入は、「加入している」が37.5％、「加入していない」が58.1％となっています。 

  項 目 件 数 構成比 

１ 加入している 128 37.5% 

２ 加入していない 198 58.1% 

 （無回答） 15 4.4% 

  合 計 341 100.0% 

 

 

【問 17】加入していない理由（複数回答） 

＜問16 で「２ 加入していない」と回答した方のみ＞加入していない理由はありますか。 

（○はいくつでも） 

加入していない理由は、「加入方法がわからない」が 37.4％で最も多く、「町会・自治会の存在を

知らない」が 30.8％、「忙しくて活動に参加できない」が 28.8％、「加入するメリットがない」が

18.2％となっています。 

  項 目 件 数 構成比 

１ 忙しくて活動に参加できない 57 28.8% 

２ 加入方法がわからない 74 37.4% 

３ 役員を任されることが負担 15 7.6% 

４ 町会・自治会活動に魅力がない 15 7.6% 

５ 町会・自治会の存在を知らない 61 30.8% 

６ 加入するメリットがない 36 18.2% 

７ 会費が負担（高い） 4 2.0% 

８ その他 25 12.6% 

 （無回答） 4 2.0% 

 合 計  - 

  回答者数 198 - 

 

37.5%

58.1%

4.4%

40.2%

57.2%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

加入している

加入していない

無回答 令和元年

平成28年度
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28.8%

37.4%

7.6%

7.6%

30.8%

18.2%

2.0%

12.6%

2.0%

34.3%

28.9%

10.3%

10.7%

39.3%

19.8%

1.2%

10.7%

2.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

忙しくて活動に参加できない

加入方法がわからない

役員を任されることが負担

町会・自治会活動に魅力がない

町会・自治会の存在を知らない

加入するメリットがない

会費が負担（高い）

その他

無回答 令和元年

平成28年度
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【問 18】町会・自治会に加入したいと思う理由（複数回答） 

＜すべての方への質問＞町会・自治会に加入したいと思うには、どのようなきっかけが必要で

すか。（○はいくつでも） 

町会・自治会に加入したいと思う理由は、「町会のイベントや活動が魅力的だと感じること」が

44.9％で最も多く、「転入時に、町会・自治会から加入の説明があること」が 29.3％、「活動内容や

加入方法について、チラシ等の書面で見る機会があること」が 27.9％となっています。 

  項 目 件 数 構成比 

１ 転入時に、町会・自治会から加入の説明があること 100 29.3% 

２ 活動内容や加入方法について、チラシ等の書面で見る機会があること 95 27.9% 

３ 役員や加入者から、活動参加についての誘いがあること 41 12.0% 

４ ホームページ等で、いつでも町会・自治会の情報を得られること 68 19.9% 

５ 町会のイベントや活動が魅力的だと感じること 153 44.9% 

６ 単身者や子どもがいない世帯、若い世代向けの新たな活動を始めること 73 21.4% 

７ その他 25 7.3% 

 （無回答） 70 20.5% 

 合 計  - 

  回答者数 341 - 

 

 
  

29.3%

27.9%

12.0%

19.9%

44.9%

21.4%

7.3%

20.5%

26.5%

28.1%

11.8%

19.1%

41.6%

16.1%

5.9%

23.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

転入時に、町会・自治会から

加入の説明があること

活動内容や加入方法について、

チラシ等の書面で見る機会があること

役員や加入者から、

活動参加についての誘いがあること

ホームページ等で、

いつでも町会・自治会の情報を得られること

町会のイベントや活動が魅力的だと感じること

単身者や子どもがいない世帯、

若い世代向けの新たな活動を始めること

その他

無回答

令和元年

平成28年度
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５）麻布地区総合支所の情報発信について 

【問 19】区が発信する情報の入手方法 

港区や麻布地区総合支所が発信している情報をどのように入手していますか。 

（〇はいくつでも） 

区が発信する情報の入手方法は、「広報みなと」が 59.8％で最も多く、「麻布地区総合支所が発行

している地域情報紙「ザ・ＡＺＡＢＵ」」が 33.7％、「掲示板」が 26.1％、「港区ホームページ」が

22.0％となっています。 

  項 目 件 数 構成比 

１ 広報みなと 204 59.8% 

２ 麻布地区総合支所が発行している地域情報紙「ザ・ＡＺＡＢＵ」 115 33.7% 

３ 掲示板 89 26.1% 

４ 知人から 16 4.7% 

５ タウン誌やミニコミ誌 23 6.7% 

６ 町会・自治会などの集まりや回覧板による広報 25 7.3% 

７ 区役所に直接問合せ 6 1.8% 

８ 港区ホームページ 75 22.0% 

９ 区が発行している印刷物（パンフレット・ちらし等） 66 19.4% 

10 広報番組（ケーブルテレビ・MINATOVOICE 等） 16 4.7% 

11 港区関連SNS（Twitter・Facebook、地域SNSアプリPIAZZA(ピアッツァ)」等） 10 2.9% 

12 その他 18 5.3% 

 （無回答） 25 7.3% 

 合 計  - 

  回答者数 341 - 
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59.8%

33.7%

26.1%

4.7%

6.7%

7.3%

1.8%

22.0%

19.4%

4.7%

2.9%

5.3%

7.3%

53.9%

25.5%

14.7%

3.3%

4.5%

5.2%

6.6%

25.8%

14.9%

-

-

4.5%

10.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

広報みなと

麻布地区総合支所が発行している

地域情報誌「ザ・AZABU」

掲示板

知人から

タウン誌やミニコミ誌

町会・自治会などの集まりや

回覧板による広報

区役所に直接問い合わせ

港区ホームページ

区が発行している印刷物

（パンフレット・ちらし等）

広報番組

（ケーブルテレビ・MINATOVOICE等）

港区関連SNS（Twitter・Facebook、

地域SNSアプリ「PIAZZA」等）

その他

無回答

令和元年

平成28年度
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【問 20】「PIAZZA」の認知度 

現在、麻布地区総合支所では、地域SNSアプリ「PIAZZA（ピアッツァ）」で麻布地区を中心とし

た港区の情報を発信しています。

（http://www.city.minato.tokyo.jp/azabukyoudou/piazza.html）地域SNSアプリ「PIAZZA

（ピアッツァ）」をご存じでしたか。（〇は１つ） 

「PIAZZA」の認知度は、「知っている」が 12.3％、「知らない」が 83.6％となっています。 

  項 目 件 数 構成比 

１ 知っている 42 12.3% 

２ 知らない 285 83.6% 

 （無回答） 14 4.1% 

  合 計 341 100.0% 

 

 

【問 21】「PIAZZA」の利用状況 

＜問20 で「１ 知っている」と回答した方のみ＞地域SNSアプリ「PIAZZA（ピアッツァ）」を利

用していますか。（○は１つ） 

「１ 利用したことがある」と回答した方は、おおよその頻度を記入してください。 

「PIAZZA」の利用状況は、「利用している」が14.3％、「利用していない」が85.7％となっています。 

また、「利用している」と回答した方の一か月あたりの利用回数は、「１回」が 50.0％、「２回」

が 33.3％となっています。 

  項 目 件 数 構成比 

１ 利用している 6 14.3% 

２ 利用していない 36 85.7% 

 （無回答） 0 0.0% 

  合 計 42 100.0% 

 

  

12.3%

83.6%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14.3%

85.7%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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 《一か月あたりの利用回数》 

  項 目 件 数 構成比 

１ １回 3 50.0% 

２ ２回 2 33.3% 

３ ３回 0 0.0% 

４ ４回 0 0.0% 

５ ５回 0 0.0% 

６ ６回 0 0.0% 

７ ７回 0 0.0% 

８ ８回 0 0.0% 

９ ９回 0 0.0% 

10 10 回以上 0 0.0% 

  （無回答） 1 16.7% 

  合 計 6 100.0% 

 

【問 22】「PIAZZA」の利用意向 

＜すべての方への質問＞今後、地域SNSアプリ「PIAZZA（ピアッツァ）」を利用したいと思いま

すか。（〇は１つ） 

「PIAZZA」の利用意向は、「利用したい」が41.6％、「利用しなくてよい」が49.9％となっています。 

  項 目 件 数 構成比 

１ 利用したい 142 41.6% 

２ 利用しなくてよい 170 49.9% 

 （無回答） 29 8.5% 

  合 計 341 100.0% 

  

50.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

16.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

41.6%

49.9%

8.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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【問 23】区が発信する情報の希望入手方法（複数回答） 

今後、港区や麻布地区総合支所から発信される情報をどのような手段で入手できることを望み

ますか。（〇は３つ） 

区が発信する情報の希望入手方法は、「広報みなと」が 54.3％で最も多く、「麻布地区総合支所が

発行している地域情報紙「ザ・ＡＺＡＢＵ」」が 36.4％、「港区ホームページ」が 34.0％となってい

ます。 

  項 目 件 数 構成比 

１ 広報みなと 185 54.3% 

２ 麻布地区総合支所が発行している地域情報紙「ザ・ＡＺＡＢＵ」 124 36.4% 

３ 掲示板 72 21.1% 

４ 知人から 15 4.4% 

５ タウン誌やミニコミ誌 37 10.9% 

６ 町会・自治会などの集まりや回覧板による広報 33 9.7% 

７ 区役所に直接問合せ 5 1.5% 

８ 港区ホームページ 116 34.0% 

９ 区が発行している印刷物（パンフレット・ちらし等） 77 22.6% 

10 広報番組（ケーブルテレビ・MINATOVOICE 等） 19 5.6% 

11 港区関連SNS（Twitter・Facebook、地域SNSアプリ「PIAZZA(ピアッツァ)」等） 78 22.9% 

12 その他 7 2.1% 

 （無回答） 22 6.5% 

 合 計  - 

  回答者数 341 - 

 

 

54.3%

36.4%

21.1%

4.4%

10.9%

9.7%

1.5%

34.0%

22.6%

5.6%

22.9%

2.1%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

広報みなと

麻布地区総合支所が発行している地域情報紙「ザ・ＡＺＡＢＵ」

掲示板

知人から

タウン誌やミニコミ誌

町会・自治会などの集まりや回覧板による広報

区役所に直接問合せ

港区ホームページ

区が発行している印刷物（パンフレット・ちらし等）

広報番組（ケーブルテレビ・MINATOVOICE等）

港区関連SNS（Twitter･Facebook、地域SNSアプリ「PIAZZA」等）

その他

無回答
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【自由記述】 

最後に、地域のコミュニティの活性化や麻布地区総合支所の取組について、ご意見がございま

したら、ご自由にご記入ください。 

自由記述では、「麻布地区と魅力と課題」であげられた課題や不安（「防犯・生活安全・環境美化」

「防災・減災」「高齢者福祉」「子ども・子育て」）のほかに、「地域コミュニティ」「区の広報・情報

発信」についての意見が多くあげられています。 

全ての意見 

療養中で何も協力できないのですが、麻布地区の取組に期待するばかりです。 

商店の入れ替わりが早いので難しいかもしれませんが、ジャンルごとに分けた麻布十番の商店の案

内があると有難いです。（すでにあったらすいません） 

「ザ・AZABU」はいつも楽しく拝見しています。 

網代公園の前はいつも駐車車両が多く道が狭いので困っています。何かポールを設置していただく

など対策していただけると大変助かります。遊んでいるお子さんが公園から急に飛び出してきたり

するので、駐車車両がいると小さい子が見えにくく危険だと思います。ご検討お願いします。 

区役所で案内している地震対策の品物は大変助かっています。取りつけてくれるシルバーの人たち

も親切にしてくれています。 

マンションのゴミ集めのところに電気製品が目に付くのが多くなっています。違法でしょう。管理

組合に協力を一言。 

安心して住んでいられることに感謝しています。 

古川橋バス停にちぃバスが通ることが願いです。 

浅草から引っ越ししてきました。台東区に比べて平均所得は何倍もあるとは思いますが、外国人の

多さからか、公園でのマナーが酷くて驚きました。 

アメリカの会社にいたのでよくわかりますが日本を下に見ているので、日本そのものを大切にしよ

うとか、日本人とコミュニケーションを取ろうという白人はほぼいない。文化も大事にしないので、

公園も平気で汚す。そもそも役所の人間が英語ができないので何の対策もとれない。 

地域コミュニティの有難さが分かったのは、子育てを通してでした。 

子育てする人、子ども関連（赤ちゃん～）の取組が充実すると、より活性化できると思います。 

高齢化に伴い、独居老人が増えている。 

また、一方で働くママは、子どもと保育園や幼稚園を送迎し、忙しく暮らしている。 

責任という観点からは難しいこともあるが、保育園と老人が集う「いきいきプラザ」を隣り合う所

につくる、行き来ができるということを考えられないか。 

若いママは子育てで目一杯でイライラしている、老人は多くの経験でゆったりとした気持ちで子ど

もと接することができる。 

職員がいる場所で、老人と子どもが一緒に過ごせる時間があったら、双方にとって楽しく、良い教

育の場になると思います。 

価値観の多様な許容力の広い子どもに育ってほしいと思います。 

また。老人も子どもを可愛がることで、幸せと自身の存在価値を取り戻すと考えます。 

煩わしく感じる近所つきあいを望まず、だからこそ、この都心地区を選んで住まわれている方もい

ると思います。でも、余所者でも、地方の方のコミュニティにも近づき、知り合いをつくり暮らし

たいと思う者もいます。マンションの目の前で、神社の祭りや、かかし祭りが行われていますが、

余所者は混ぜてもらえないのだなと、毎年感じています。東麻布を好んで転居してきましたが、残

念です。もっと自分からと思われるかもしれませんが、ふらりと立ち寄れるような居場所でもない

となかなかハードル高く感じます。「芝の家」のような取り組みを、麻布地区でも是非行って欲しい

です。身近に場所さえあればやりたいと思っている知人もいます。が、皆さん場所の確保に苦労し

ています。公共施設に限らず、企業や社会福祉法人のスペースを少しだけ、常設もしくは、固定の

曜日で使えるとよいなと思います。いきなり町会の活動ではなく、低い敷居の場への出入りから、

地方の方と顔見知りになり、できることから担えるようになると良いです。 
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全ての意見 

より良い街になることを期待しています 

今年２人目が産まれるのですが、西麻布の近くにサポートセンターが無いので、西麻布の近くにも

サポートセンターができるといいのになと思います。 

西麻布からだとどこのサポートセンターも遠いので 

高齢者や小児対象のイベントが目立つが、もっと壮年世代が参加できる行事も考えてほしい。 

65 歳にならないと包括支援センターは利用対象にならないが、それ以外の年齢でも単身世帯への何

らかのケアーをしてほしい 

仙台坂にガードレールもっと設置してください。車がすぐそばを通るので歩いていると怖いです。

万が一車が最近の事故の様に暴走してきたらと思うと、ガードレールがあれば少しはリスクが緩和

されます 

テニスコート（有栖川宮記念公園）の横の白線もアパの住居のところ、車は白線ギリギリまで寄せ

てくるので怖いです。 

六本木は子育て、治安、実はとてもいいとは思います。 

ただ朝（平日）土日に交差点あたりに用事があるとどうしてもゴミ、汚物が気になり残念です 

きれい（掃除が行き届いている状況）は日本の代表的な都市部としてとても重要だと思います。 

住みやすい街であること、地域の活性化。 

何世代も住み続ける魅力がある街であることもぜひ発信いただいたいです。 

子どもと参加できるイベントがたくさんあるとありがたいです。 

地域の活動は、将来街を豊かに、そこに居住する人が安心して過ごせる為に必要不可欠。しかし、

働き世代は、なかなか活動に参加できない。60 歳以上といった一定の世代が中心になると思う。 

ゆくゆく、60 代になり、世代交代をしていく時に、人材を残す為には、この麻布地区に長く住み続

けたい、終の住処と思える環境づくりが最重要だと考えます。 

賃貸とかで、一時的に居住している人、外国人の在留など人のめぐりは、激しいかもしれませんが、

この地区に安心して居住できる、安全な環境作りだと思います。 

再開発の急速な推進は交通の混雑、地域コミュニティの劣化、住環境の悪化を生むのではないか 

WeWork のような Business 目的のコミュニティがほしいです 

あまり深く考えておらず申し訳ないのですが、やはり、スポーツと音楽は国境を超えると思います。 

もし、自治体の皆さんが麻布地区人を結びつけるコミュニティやイベント作りに悩まれているので

したら、スポーツと音楽を媒介にしてなにか立ち上げるのが特に効果的だと思います。 

麻布地区は特殊な地域だとは思いますが、学生も多いですし、できることは必ずあると思います。 

追記）そういえば、十番商店街の網代公園の隣にジャスバーのような小さなコンサートホールのよ

うなものがあることに最近気づきました。 

外からしか見ていませんが、なかなかほっこりする様子でした 

新しくヒルズができるようです。 

ロアビルを中心に、六本木が、治安が悪いことは実感していたので、良い方向になってくれること

を願います。 

子ども、孫は交通手段を夜は六本木駅を避けて一駅先で下車させていました。 

森ビルに頼らまいで、行政は何とかできなかったのでしょうか。 

「みんなでまちをよくする」フワフワと空中を漂う実態のない言葉に感じています。 

ポイントを定めて、夜の六本木を安全に何をしてくれるのか、ぜひ宜しくお願い致します。 

ロビーに立つ人（案内の人）が多いので、人件費削減に努めてほしい（機械化等） 

住民からの問い合わせ、依頼に対して、対応結果を報告してほしい。 

本当に住みやすい、住みたい街づくりを次の世代に繋げてほしいです 

どんなに都心でも、自然の恵みを受けられます。 

この言葉は昨年 11 月２日旅立った妻のものです。 

コミュニティの活性化と言っても、その時に応じてほしい情報も違ってくる。 
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子供が小さい頃は、近所のママ友だったり、年をとれば学校や習い事など、ですので、港区 HP も欲

しい情報を探すのにわかりづらいので、区民が欲しい情報として、もっと簡単に探せるようなサイ

トにしてほしい。 

麻布地区が何をやっているのかよくわからないので、学校や保育園や企業を巻き込んで、もっと PR

してくれないとわからない。 

区で何をしたいのか、何の情報が欲しいのか分かりづらいアンケートだと思います。 

これは意味がないと思いました。 

先日、地域のコミュニティの活動の方が家を訪ねてきたかと思い出てみれば、宗教の勧誘だった。 

この時。断るのに時間を取り大変な思いをしたので、家を訪れるような活動をもしなさっているの

ならやめたほうがいいと思います。 

日本で空き家問題が顕在化していますが、麻布地区も同様でして、土地活用の都市部条例が求めら

れ、法制定を議会でも検討願いたい。 

このようなアンケートは WEB でやりましょう 

担当者による何でも相談会を度々開いてほしい。 

どんなことでも相談できる場を開けてほしい。 

・港区の新しい歴史博物館はなかなかいいですね 

“写された港区”も２冊買いました 

・外国人の子どもたちへの支援が大事になってくるように思います。 

なかなか国際クラスだけでの対応は難しいかなと 

いつも住みやすいコミュニティづくりを、ありがとうございます。 

２月に転入してきたのですが、とても住みやすいと感じています。 

私にも何かできることがあれば、お力になりたいです。 

麻布十番での生活、とても満足しています。 

ただ、田舎出身なこともあり、もっと地域のつながりがあれば、子育てや介護など、協力し合える

のではと思います。そんな社会だと、もっと安心できる人が増えそうです。 

私の海外経験や、今の仕事（子育てに関わるお仕事や健康教育事業をしています）が役に立ちそう

なことがあれば嬉しいです。（ 

色々なスクールを開いてほしい（気軽に参加できるようなもの）音楽のイベント等 

知的障害でも分かりません。 

このアンケートおくないでくれますか 

路上歩きタバコを見回る人を見かけるが、目立つので、路上歩きタバコをしている人はそのパトロ

ールの人を見かけるとサッと手元を下に下げ、見えないようにしている所を何度か見かけたことが

ある。 

六本木交差点付近は人も多く、子どもも多く通るところなので、特にあの付近は歩きタバコをされ

るととても危険である。覆面のような形でしっかり見回ってほしいと思う。 

六本木交差点～ドンキホーテにかけての歩道を朝通ると、とてつもない量のゴミが捨てられてい

る。日中、ボランティアの方でしょうか、一つ一つ拾っていただいて本当にありがたいと思うが、

それ以前に「捨てる」行為を取り締まりしてほしい。あそこの道は最も治安も心配な通りである。 

絶対坂は夜暗くて人通りが少ないので防犯カメラを取り付けてほしい 

区などから、読むのに大変な（時間のかかる）余計な印刷物をただ詰め込めとばかり入っている。 

手間も大変 

受け取ったものも大変（時間も）すべて捨てるがやめてほしい。捨てる手間もかかる。 

必要なもの以外は入れ込まない。 

区役所の方々へ 困っていますので記しました。 

麻布が更なる素敵な地区になることを願います。 

麻布の為にご尽力頂きましてありがとうございます。 
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活性化の為に活動されている方は、ほんの一部の活動で、その他多勢は活動すらわからない状態で

す。（自分から積極的に探して入れば良いのかもしれませんが） 

「PIAZZA」の QR コードがあればよかったのに（長いアドレスを入力するのは面倒） 

麻布十番祭りのように、楽しいイベント（子どもも大人も楽しめる）をもっとやってほしいです。 

特に仙台坂の電柱が歩行の障害になるケースがあり、ベビーカーの歩行に危険を感じる 

公園の遊具が古い 

麻布十番商店街の急速な再開発により、馴染みのお店がどんどん閉店に追い込まれている。 

これにより、六本木や中目黒のようなありきたりな街にならないよう商店街のブランド化を進めて

ほしい。 

趣味（料理、音楽）や習い事（英会話）などをコミュニティとして取り組んでほしい。 

互いに Win-Win なシチュエーションにならなければ、地域のコミュニティは活性化していかない。 

特に子ども達が学べる（役に立つ）内容が良いと思います。 

例えば子ども達が外国語を学びながら、街の掃除や安全を学ぶ等 

外国人との交流やイベントの機会を増やしてほしい。 

忙しい単身者が多く住む街でもあるので、そこをどう組み込ませるかも課題となっていくと思う。 

お年寄りが住みやすい地域にしていってほしい。 

私の住んでいる飯倉片町の近辺、特にバス停の場所は、タバコの吸い殻が所々にゴミが落ち、朝通

るごとに嫌な気分になります。ペットボトル、空き缶が所々に落ちています。何とか考えてくださ

い。 

子育て世代への支援をより強力に行ってほしい。 

とくに、共働き世代は忙しい中子育てを行っており、余裕がなく、地域の活動に参加しづらい為、

子どもの世話を含めた地域交流があるとよい。 

国際交流に興味があります。せっかく各国の大使館がたくさんあるので地域住民と交流できる機会

などがあると嬉しいです。 

自分も含めて今後どんどん高齢な単身者が増えると思うので、そういった人たちが安心して暮らせ

るようなサービスが増えていくことに期待しています。 

電線の地中化が進むと嬉しいです。 

麻布地区版計画書なるものが良く判りません。 

また、麻布地区総合支所が独自に取り組む事業の内容を見ると、色々と活動されていますが、この

活動の輪にはどうやって入るのか。 

情報を沢山出して貰うと有難いと思います。 

これからの活動計画の年間予定表は作成、配布はされていますか。 

地域のコミュニティの活性化や麻布地区総合支所の取組をアピールしてほしいと思います。区報で

知ることと、広尾駅（メトロ）の広報掲示板でわかりますが、港区 TV もありますが、他にどのよう

な方法で知ることができるのか知りたいです。特に、単身家庭は知る術は少ないように思います。 

2 日ぐらいの候補日を出して、近隣の方々と顔を合わせ会話をする機会をつくってほしい。挨拶を

交わすだけでなく、どんな状況にいるのか、どんな方々が住んでいるのか少しでも知ること、会話

をしておくことで、防犯、安全、助け合いに繋がると思います。 

みこころ幼稚園の目の前に住んでおりますが、最近は遠方から通う園児も多いためか、お母様方も

子ども達も挨拶がありません。先生方は幼稚園の周りの掃除など、お手伝いしてくださいますが、

雪の降った時など、私たちは雪かきをして、子ども達の安全にも気を配っております。子どもの声

がうるさいとは思いませんが、（自分の子どもも通っておりましたので）通園者の方々には近隣への

挨拶ぐらいは気持ちよく交わしたいです。ご助言いただけたら嬉しいです。 

区で運営する老人ホームやリハビリステーション等、あると嬉しいです。 

子どもを短時間でも預けられるようなサービス 

支所内、或いは区内の空きスペースを使ったフリーマーケットで、ゴミを減らす。 
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こども食堂の増設 

新聞購読を休止したら「広報みなと」を読まなくなりました。 

「ザ・AZABU」の宅配が可能なら広報の宅配も可能なのでは 

調布市にセカンドハウスを所有していますが、市の広報は宅配されています。 

港区麻布と渋谷区広尾は近接し境界も入り組んでいる。実態は「麻布、広尾」と一体としてとらえ

られることが多いのに、生活面でも一体化しているのに、行政面で別れてしまうのはどうにかなら

ないのかと思うことがある。 

居住の六本木七丁目以外、麻布地区の広い地域のあれこれは独居高齢者にはわからないことばかり

で、アンケートにお答えできることはありません。 

高齢者の居場所作りに働く場所の提供をしてほしい。 

週に２～３日短時間 

人とひとが会えばコミュニティの活性化に繋がると思います。 

単に体操教室だけだとなかなか参加できない方が多いと思います。 

いつもがんばってくれてありがとうございます。 

保育園の数を充実させてください。 

保育園と地域が触れ合うイベントがあると良いと思います。 

「あっぴぃ」を増やしてください。「あっぴぃ赤坂」の目の前にある老人用施設と「あっぴぃ赤坂」

とが、交流できるといいと思います。 

自転車が歩道をスピードを出して走っていることが多々あり危険です。禁止させてください。 

自転車の不法駐輪が多いです。（特に六本木一丁目駅前）対策をお願いしたいです。例えば、花壇を

一部駐輪場にしてしまうのも一つの方法と考えます。 

十番祭りの混雑緩和 

どんなことでも、誰かが一生懸命取り組めば必ず成果があると思う。 

港区民以外の人も、「自分たちの街」と思い、大切にしてもらえると嬉しい。 

六本木は「遊び騒ぐ」場所かもしれないが、もう少し愛情を持ってくれたら、と思う。 

10 数年前に転入してきた頃を思い返すと、麻布地区は住民参加や意見の場が増え、ファミリー層、

高齢者にとてもいい環境だと思います。 

地区の広報なども面白く、よく目にすることができました。 

まもなく港区の別地区へ転出しますが、魅力がある麻布地区をこれからも応援してまいります。 

特にありません。 

「ザ・AZABU」は毎号楽しみに読んでいる。多様な視点から麻布を紹介・分析していることは評価で

きる。 

意見以前に、貴取組について知る機会がありません。折角、良い取組をされようとされているのに、

残念です。このアンケート自体が、貴取組についての良い宣伝媒体になったと思います。頑張って

ください。期待しています。 

「再開発」に名を借りた根こそぎの街区更新は誤りです。 

私は、学生時代に港区の街づくりに関する冊子※の原稿をたくさん書きました。港区の仕事に、コ

ンサルタントのアルバイトで関わったのです。もう、30 年以上も前のことです。私は、６歳で市兵

衛町一丁目に転入し、18 歳で転出、41 歳で今の居所に戻ってきました。幸い、幼馴染も何人も戻っ

てきていて、楽しい交友が続いています。 

今、我善坊の「破壊」を間近に見て、恐ろしいものを感じています。足かけ 30 年間、ゴーストタウ

ンを作り出しておいての「破壊」…再開発という術語が聞いてあきれます。旧友たちも数多く暮ら

した我善坊は、どうなったのですか。都心だから仕方ない、地価が高い高度利用…それだけで済ま

されるのですか。 

私は、人口減少が続くことになった日本の社会で、規模を問わず、都市住民の日常は非常に大事だ

と思っています。麻布でなくても、港区でなくても、東京都でなくても、巨大なハンマーのような
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「再開発」の力に抗する血の通った人々の心と声が、何よりも大切だと思っています。 

行政の場にある皆様に、是非少しずつ力をいただきたいものです。 

※首都圏総合計画研究所編『まちの顔まちの心～まちづくりみなと～』（1984），同時代者制作，東

京都港区企画部企画課発行，191ps 

我が家は配達する新聞をとっていませんので「広報みなと」は手に入れることができませんでした。

選挙広報もなく困ったので区役所へたずねましたら、それらだけを配達してもらえることが分かり

ました。ネットにより情報は得られる時代なので、新聞をとっていない世帯も多いのではないでし

ょうか。“広報”もネットで読めば良いのでしょうが定期的に配布されるからこそ読む機会がありま

す。個別に申し込めることを、新聞をとっていない区民にどうやって知らせることができるでしょ

うか。新聞を購読していない間に港区の人口が大変に増加したことを知りました。こんな楽しみも

あります。 

麻布は企業や店舗が多いので、住民の暮らしと連携できれば地域の輪が広がるのではないでしょう

か。 

かつては麻布にも様々な小売店が立ち並び、近隣住民と日常的に付き合いながら、これらの店主の

方々が、町内会を率いて、住民をまとめてくれていました。 

今の麻布で同じことはできないかもしれませんが、麻布にある企業で働く人たちにも地域のことを

考えていただいて、人間同士の関係が深められればと期待しています。 

個人的なことで申し訳ないのですが、自分は喫煙者なので、気軽に喫煙できる場を増やしてもらい

たいと思っています。 

隣接校選択 OK。私立やインター校の充実もあり、近所の子どもたちの交流の場があるといいと思い

ます。（学童クラブ以外） 

通学路の美化、安全は一番望みます。 

主婦感覚から見て、あまりにも紙、プラスチックの量が多く、なるべくゴミを減らすことを心掛け

てる。 

地域の体操教室や、町内会のイベントに参加して、コミュニケーションをとる 

防災に常に注意をして、できる範囲準備をしてる 

日本の中で大きな災害による地域（住民）の協調性をよく聞きますが、何かあっての協力より普段

の生活から、地域の意志の交流がなければと考えています。区役所の働きがすべてのカギです。区

長を筆頭に先見の計画をつくり、具体的なプランを立案しなければ、区民の高齢化に並行して有事

の際、希望ある対応がとれないと考えます。区民の年長の方による経験豊かな知識を多く吸収して、

識別してアイデアと非常時対策を早急に作成すること。前例の東日本大震災でも港区（麻布）の中

を帰宅難民が歩行して、コンビニエンスストアでの商品不足、トイレの確保等の実際問題が発生し

た件、地域ごとに港区役所は情報収集が行われなかったのでは。役所仕事の言われないと行動しな

い、言われても行動しない港区役所の悪いイメージは恥の伝統になっています。 

私たちが住む麻布でも西麻布エリアは港区の中でも役所の関連施設より、外された地域になってい

るのが現状です。区役所に行くにも遠く、田町エリアに集中して、役所施設、スポーツセンター等

集中していて、西麻布エリアからは遠く利用しづらいバランスになっている等、港区役所は調査を

していないのが実際です。納税しても何のプラスにならない住民の考えを理解して、平等性を明確

にしてほしいです。この意見も述べるのみで期待をしてはいけないのですよね。 

区議の方も仕事の内容や実績にも言動の不一致が多々あり、何をするための選挙、何のため仕事、

区民も不満を持っています。 

票を多く集めた議員の人が町会費を当選するまで納めて（払って）いなかった事実、困る問題です。 

スポーツセンターが第一月曜日休館を固定しているのも改善すべき件です。 

「ザ・AZABU」はよくできている広報誌だと思います。より充実した編集を期待します。 

このアンケート用紙はカラー印刷にする必要はないと思います。 

住民税を是非有効にご活用下さい。 

同封の記事を参考にして今後共区内の緑地確保に邁進されたい。 

区内に長らく在住して多額の税金（サラリーマンとして）を支払い、また多額の社会保険料を納入
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して区の財政に貢献してきました。 

現在のところ何の見返りも受けておりません。私どもが生存中に何らかの形で便宜を受けたいと願

っております。 

子どもの少ない区ですし、このままですと区の財政を単に太らせるだけと、それでは公正を欠くと

案じております。PTA に多額の補助金をふるまっておられるとも聞いております。 

再開発地区内に International School の開設は必要ありません。日本国内の一区として日本人子

弟の日本人としての教育に力を注がれたい。 

再開発地区において事業を展開する各事業主に区内の緑地確保及びに大樹確保をしっかりと行政

指導されることを強く希望します。 

以上、よろしくお願いいたします。 

他の地域では支所や「いきいきプラザ」ではオープンカフェが常設されている所が多い。麻布地区

では少ないように思える。 

そればかりか「飲食禁止」が多くて不便に感じる。気軽にみんなでお茶しながら情報交換できるス

ペースを設けていただければ、ありがたいです。 

麻布地区に住んでやっぱり良いなと思うことばかりなので、それ以上、more and more を目指して

ほしい。滞って変化しないのは最も麻布らしくないと思うので、常にどこよりも自治が高く進化し

ていて欲しいです。 

歴史的、文化的なものは残し、保存も力を入れて。 

中国、韓国、それに宗教法人などがお金を払わず、地域にも何も貢献せず私利私欲、営利を追求し

ているのに、なにも咎める法やルールがないのは、せっかくいい資源を食われっぱなしにされても

何もできないで見ているみたいです。 

麻布十番にパチンコとかいらないです。 

出ていってもらうことは難しいので、審査や土地入手の際のしっかりした手続きなどしてほしいで

す。 

犯罪につながる変な人に麻布に目を付けられて歩いてもらいたくないのが本音です。 

シェアハウスの下で営業しておりますが、ゴミの分別がされていなくて、いつも大変です。収集の

方が回収してくださいますが、分別されていない時はシールを貼っていただければ有難いです。 

外人の方が多いので話が伝わらないので 

情報の入手方法を現在なら Facebook でも積極的に行ってほしい。新聞見ない 

大人でも参加できる（大人 or 単身）イベントがあるといいな 

地域密着感と発信は「白金タイムズ」が上手なので、それを手本に麻布地区版があると嬉しい

（Facebook 上） 

サークル的な活動を平日夜か朝か、休日に実施してくれるといい 

スポーツ施設が近くにほしい。赤坂へ行っているがやや遠い 

木村小学校のプール公開の曜日を増やしてほしい 

平日は働いているため、働く女性のコミュニティ活動が平日夜にあるといい 

子どもがいない為、地域の子どもたちとの交流の場を持てると嬉しい。 

ボランティアをする場所もあるといい 

グリーンフェスやフリーマーケット in 有栖川宮記念公園があるといいな 

フリー自転車が光林寺にあるといい 

路上喫煙者が喫煙し辛い環境をつくってほしい。歩きタバコをしている人が多い。通勤者や訪問

者？ 

ちぃバス、光林寺～表参道のルートもあるといいな 

みんなで星をみようイベントなどもいいな 

近所と交流できるようにしたいと思います。そのきっかけになるイベント etc がある場合参加した

い 

本年１月に転居したばかりですので、具体的質問への回答は記述していません。 

防災連携プロジェクトに期待しています。 

基本的に麻布地区は新しい方や、横のつながりを持つ人とそうでない人の差が大きいと思います。
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災害が起きた時に主体性をもって動けるかは、地域での避難訓練が必要ですが、現実的に想定でき

る訓練内容を深められるかだと思います。 

防災連携プロジェクトは素晴らしい企画だと思います。 

認知を拡げ、アプリとかもし立ち上げられれば、ニュース機能で情報を発信したり、やることリス

トなど発信できれば、日頃から心がけられるかもしれません。普段の生活ではなかなか意識できな

いので、LINE や Instagram、Twitter などの SNS でアカウント登録が一番身近になるかもしれませ

ん。 

税金を効果的に使う、あるいは、使わないことを真剣に考えてほしい。 

老後の生活が大変です。税金を（国民健康保険や介護保険は関係ないかもしれませんが）収入の多

い人と少ない人を考慮して決めてほしいです。 

年金から税金各保険料を引くと、個人年金を足しても生活が成り立たない状況です。 

今は仕事中心の為、時間があまりありませんが、年をとるにつれ、地域との交流がもてると単身者

にとってありがたいです。 

皆様の活動を応援しております。 

高齢者向けのイベントはよく目にしますが、私たち世代や子供向けのイベントも、もっと企画して

もらいたいです。（手芸教室、料理教室など） 

今度、立ち寄りカフェに行ってみます。 

文化的行事、サロン、サークルの一層の発展を期待している。 

個人的立場からの提案として、数学に関して区民が知り親しむ機会の開設を希望している。生活の

中の数学原理（例えば、パラボラアンテナと放射線、ローンの仕組み等）、パズル、ゲームの仕組み

としての数学、数学の歴史、特に日本、江戸時代の文化としての数学、和算についてなどには学校

教育で学ぶ機会が設けられていることが少ない。文化としての数学を学ぶことを通し、教養を深め、

豊かな生活を営むことができる区民のための地域行政を期待している。 

以上、 

一般区民に文化としての数学を知っていただけると嬉しい 

個人的経験立場から偏った提言させていただきました失礼をお許しください。長い目で、検討いた

だけますれば幸甚 

１．地域コミュニティの活性化について 

当地域に居住して十数年になりますが、両隣と階下の三世帯しか顔を知らず、交流も顔を合わせた

時に挨拶する程度です。以前の地域では子育ての時期でもあり、学校関連の知人が相当数できて深

く交流し、連鎖的に近所の知り合いも増加し、何かと連帯し協力し合って地域活動をしてきました。 

学校は副次的に保護者間の交流が発生し、自然な交流の育成に適してはいますが、一方活性化の場

として地域住民全体に波及させることには問題もあり、教職員の負担も激増するため、好ましくな

く存じます。 

①町会・自治会への参画：マンションは管理組合で町会・自治会へ加入し（管理人か組合理事長）

が参加する形態をとっていますが、賃貸・区分所有に関係なく、地域情報が居住者に伝達されるこ

とは無いかと存じます。賃貸と区分所有合わせ、港区で約 40 年マンション生活をしていますが、こ

の間、地域情報の伝達があったことは皆無です。故に、ほぼどこのマンションも同様なのではない

かと推察します。地域のお祭り等も積極的に情報をとりにいかない限り、子どもも大人も参加機会

はありません。従って、マンション住民の地域意識が涵養されることは無く、防災意識等の高揚も

難しいかと存じます。町会・自治会への参加は、代表制を止めて居住者全員参画とすることが望ま

しいと考えられます。 

②神社のお祭り等を活用して住民交流をする：神社は地域文化であり、古来から住民交流の場でも

ありました。自然な交流を育成するには、神社のお祭りを活用する方法もあるかと存じます。近年

は若い世代を中心に神社ブームが彷彿しており、次なる交流への礎として活用可能かと考えられま

す。また、様々な神社のお祭りでは外国人（特に白人系の方）の参画が多数見られ、異文化交流の

ステップともなろうかと思われます。転入者を中心に新規運営スタッフを公募し、地域活動へ結び

付けていくことが可能かと考えられます。 

２．支所のお取り組みについて 
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支所で何を取り組んでいるのか、その一部を今回初めて知りました。お取り組みの素晴らしい成果

と増々のご発展をお祈り申し上げます。また、「ザ・AZABU」は、内容の充実した地域情報誌であり、

毎回楽しく拝読させて頂いております。ご尽力感謝申し上げます。 

「安全安心プロジェクト…」を麻布地区独自で取り組むことに対する疑問 

活動を効果ある事項とするには、第一線への権限付与と違反者への罰則を設定する必要があると考

える。 

また、ワンルームマンション、低価格の集合住居、等の増加で順法精神の低い住民が増加している

ため、「六本木地区」のみの課題に限定せず、区全体のプロジェクトテーマとすることが望ましいと

考えます。 

様々な取り組みを積極的に展開することには賛成ですが、個別に実施内容を検証すると、詳細があ

いまいになっていたり、中途半端な運営になっていて、参加しても結局はこちらが振り回されて終

わることが多いです。 

また、先日六本木けやき通りの周辺で花壇づくりをされているところを偶然通りかかって拝見した

のですが、ようやく満開となって美しく咲いていた花（鮮やかなペチュニア等）を業者の方が一斉

に廃棄し、次々と相手整えられた土の上に、参加者の方々が新しい苗をただ植えているという悲し

い光景を目にしました。 

“施策を計画通りに実施する”ことに固執する結果。生き物を粗末にしたり、無駄なコストをかけ

ることは避けるべきだと思います。 

知らないことが沢山ありました。 

このアンケートで様々なことを身近な地域で行われていることを知りました。 

麻布地区総合支所が取り組んでいることをもっと知るチャンスが欲しいと思いました。 

自由な時間がもっとできたら、参加したいと思いました。 

治安をよくしてください（特に夜間） 

高齢者・障害者、子ども全員の地域参加しやすいものがあると良い。 

「広報みなと」は駅で手に入りますが、他のタウン誌等、どこにあるのかさえ分からないです。転

入手続きの時などに、麻布地区のパンフレットやチラシ等渡すことをお勧めします。自分では見な

くても、家族が「どういうところに住んでいるか」を知る上でも必要なのではないでしょうか。 

麻布地区総合支所で可能なこと、可能でないことの境界が分かりにくいので、どこに要請すれば検

討いただけるか、ウェブなどで周知していただきたいです。 
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【参考資料１】調査票及び（日本語版） 
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【参考資料２】調査票 別紙（日本語版） 
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【参考資料３】調査票（英語版） 
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【参考資料４】調査票 別紙（英語版） 
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